
氏名 森田 憲司

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・国際文化財史料学演習、国際文化財史料学特殊講義

授業科目

学部担当科目

・東洋史概論
・東洋史特殊講義
・東洋史演習
・東洋史講読
・史学研究法
・東洋史史料実習

1979年３月京都大学大学院文学研究科東洋史学専攻博士課程単位取得満期退学

文学修士

東洋史（中国近世社会文化史）

最終学歴

専門分野

平成23～25年度科学研究費基盤研究B（研究代表者村岡倫龍谷大学教授）「河南・山西地
区の多民族融合社会史の研究　─石刻史料による中国地域社会史解明の試み」分担研究
者、同研究のNEWSLETTER『13、14世紀東アジア史料通信』の編集（今年度１回発行）。奈
良大学研究助成「元朝中期石刻をめぐる諸問題の解明」受領。海外調査３回（北京、台
北、いずれも短期間）

平　成　２３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

東洋史研究会、東方学会、内陸アジア史学会、宋代史研究会、日本道教学会（理事）所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】 日本歴史学協会委員（学会選出、2003年度から）

　【研究上の特記事項】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

石刻史料を用いての宋元社会文化史の研究

2011年奈良大学図書館特別展示「へぇ、こんなものが」展の企画、案内執筆[共著]（2011
年12月～2012年２月）
落語研究会古都家顧問

大学院博士後期課程
担当科目

・国際文化財史料学特殊研究
・
・
・

通信教育部担当科目

・東洋史特殊講義
・
・
・



共著

単

単

単

単

単
②中国近世石刻研究の課題
―その材料と方法をめぐって
の回顧―

⑤

④

②

⑤

①

③

④

⑤

②

③

⑤

①　雑誌連載
「中国を読む、見る、集め
る」

③

（その他）

（学会発表）

①北京国子監所在の元科挙碑
をめぐる札記　邢鵬氏の報告
を中心に

③可見元代石刻拓影目録稿・
四続（武宗･仁宗年間）

④

②近着石刻関係書所収元代石
刻リスト11

北京在住日本人対象の月刊日本語フ
リーペーパーに、北京を中心とした
歴史文化事象を、モノやコトバを手
がかりに紹介。本年度執筆は、185
回から191回(細目略）。

2010年12月におこなわれた九州史学
会でのシンポジウム「モンゴル帝国
の中国支配とその社会－石刻史料に
よる成果と課題」の報告要旨

④

奈良大学図書館でおこなわれた展示
「へぇ、こんなものが」展の解説つ
き目録

研究業績[著書、学術論文等]

（学術論文）

（著書）

①　2010年奈良大学図書館展
示「へぇ、こんなものが」展
解説目録

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要著書､学術論文等の名称

北京国子監所在の元朝科挙碑につい
ての邢鵬氏の報告を紹介するととも
に、若干の追補をおこなった。

日本で見ることできる元代の石刻拓
影の目録。今回は武宗・仁宗年間。

2012年1月
『13、14世紀東アジ
ア史料通信』16

日本に近着の中国書籍所収の元代石
刻の目録と解説。

『奈良史学』２７

『奈良大学総合研究
所報』20

2012年1月

2012年3月

北京トコトコ

『13、14世紀東アジ
ア史料通信』16

1993年３月から連載

2012年1月

奈良大学図書館2011年12月


